
　
広
島
県
南
西
部
の
呉
市
に
位
置
す
る
広

島
県
立
広
高
校
は
、
毎
年
約
１
０
０
人
の

国
公
立
大
学
合
格
者
を
出
す
、
地
域
の
進

学
校
だ
。
２
０
１
５
年
度
か
ら
、
広
島
県

「
高
等
学
校
課
題
発
見
・
解
決
学
習
推
進

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
用
コ
ア
ス
ク
ー
ル
」
の

指
定
を
受
け
、
資
質
・
能
力
の
育
成
を
目

指
し
た
授
業
づ
く
り
を
研
究
し
て
い
る
。

そ
の
下
地
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
以
前
か

ら
進
め
て
き
た
授
業
改
善
だ
。

　
13
年
度
、
特
別
支
援
学
校
か
ら
着
任
し

た
当
時
の
校
長
の
提
案
で
、
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
デ
ザ
イ
ン
の
考
え
に
基
づ
い
た
授
業
づ

く
り
が
取
り
入
れ
ら
れ
た
。
例
え
ば
、
授

業
中
に
生
徒
の
気
が
散
る
の
を
防
ぐ
た

め
、
掲
示
物
は
教
室
の
後
ろ
に
貼
る
こ
と

に
し
、
黒
板
の
周
り
に
あ
る
の
は
時
計
だ

け
に
し
た
。
ま
た
、
生
徒
が
授
業
の
全
体

像
を
把
握
し
、
今
授
業
が
ど
の
段
階
ま
で

進
ん
で
い
る
の
か
が
一
目
で
分
か
る
よ

う
、
黒
板
の
左
端
に
そ
の
時
間
の
学
習
目

標
と
学
習
項
目
を
書
き
出
し
、
終
わ
っ
た

項
目
に
斜
線
を
引
く
よ
う
に
し
た
。
教
務

主
任
の
上
川
康
介
先
生
は
、
そ
の
ね
ら
い

を
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

　「
本
校
に
は
多
様
な
生
徒
が
入
学
し
て

い
ま
す
。
そ
う
し
た
生
徒
が
授
業
に
集
中

で
き
る
環
境
を
整
え
る
こ
と
は
、
す
べ
て

の
生
徒
に
と
っ
て
よ
い
こ
と
だ
と
考
え
、

学
校
全
体
で
取
り
組
む
こ
と
に
し
ま
し

た
」

　
14
年
度
に
は
、
広
島
県
立
教
育
セ
ン

タ
ー
の
サ
テ
ラ
イ
ト
講
座
を
利
用
し
て
、

研
究
授
業
に
関
す
る
手
法
を
学
び
、
自
分

の
担
当
教
科
の
教
師
と
他
教
科
の
教
師
１

人
ず
つ
の
計
２
人
の
授
業
を
参
観
し
、
指

導
の
工
夫
を
学
び
合
う「
相
互
授
業
観
察
」

を
始
め
た
。
教
務
部
の
大
本
順
一
先
生
は

そ
の
意
図
を
こ
う
語
る
。

　「
本
校
で
は
、
例
年
５
〜
６
人
の
教
師

が
入
れ
替
わ
り
、
新
採
の
教
師
も
毎
年
の

よ
う
に
赴
任
し
ま
す
。
新
し
く
来
た
先
生

方
に
早
く
本
校
の
指
導
ス
タ
イ
ル
に
慣
れ

て
ほ
し
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
他
教
科
の

授
業
も
含
め
て
見
て
も
ら
う
こ
と
に
し
ま

し
た
。
生
徒
の
実
態
は
担
当
教
科
の
授
業

の
様
子
だ
け
で
は
つ
か
み
切
れ
る
も
の
で

は
な
い
の
で
、
本
校
の
赴
任
歴
の
長
い
教

師
に
と
っ
て
も
、
他
教
科
の
授
業
観
察
は

効
果
的
で
し
た
」

　
相
互
授
業
観
察
で
は
、
参
観
者
自
身
が

観
察
す
る
生
徒
を
１
人
決
め
、
そ
の
生
徒

の
発
言
や
表
情
、
教
師
と
の
か
か
わ
り
な

ど
を
授
業
観
察
票
に
書
き
込
み
な
が
ら
、

指
導
の
ポ
イ
ン
ト
を
つ
か
む
。
そ
し
て
、

授
業
後
の
振
り
返
り
会
で
は
、
参
観
者
が

生
徒
の
変
容
を
報
告
し
合
い
、
効
果
的

だ
っ
た
指
導
に
つ
い
て
話
し
合
う
と
い
う

方
法
に
し
た
。
す
る
と
、
初
回
か
ら
、
生

徒
が
さ
ら
に
学
び
を
深
め
る
た
め
に
は
ど

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
考
え

を
取
り
入
れ
、
授
業
改
善
を
推
進

取
り
組
み
の
背
景

「探究」を通じて
資質・能力を育む

実
践
事
例
●
広
島
県
立
広
高
校

ど
の
力
を
使
っ
て
、何
を
探
究
す
る
の
か
を
、

毎
授
業
で
提
示
し
、学
び
の
質
を
高
め
る

広
島
県
立
広
高
校
で
は
、
広
島
県
か
ら
の
研
究
指
定
を
受
け
、
教
科
学
習
や
「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
で

課
題
発
見
・
解
決
学
習
を
展
開
し
て
い
る
。
育
成
を
目
指
す
16
項
目
の
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
を
定
義
し
、

授
業
シ
ラ
バ
ス
に
は
各
単
元
で
活
用
す
る
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
を
明
示
。
学
校
全
体
で
資
質
・
能
力
の
育
成
を
図
っ
て
い
る
。
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う
す
れ
ば
よ
い
か
と
い
っ
た
前
向
き
な
議

論
が
活
発
に
さ
れ
た
と
い
う
。

　
同
校
が
そ
う
し
た
授
業
改
善
を
進
め
る

中
、
14
年
12
月
に
広
島
県
教
育
委
員
会
が

打
ち
出
し
た
の
が
「
広
島
版
『
学
び
の
変

革
』
ア
ク
シ
ョ
ン
・
プ
ラ
ン
」
だ
。
同
事

業
は
、
県
内
の
全
公
立
学
校
に
対
し
、
資

質
・
能
力
（
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
）
の
育
成

を
目
指
し
た
主
体
的
な
学
び
を
促
す
教
育

活
動
と
し
て
、
課
題
発
見
・
解
決
学
習
や

異
文
化
間
協
働
活
動
を
積
極
的
に
推
進
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　
そ
の
研
究
指
定
を
受
け
た
同
校
は
、
校

長
・
教
頭
・
教
務
主
任
・
中
核
教
員
・
各

教
科
代
表
等
に
よ
る「『
学
び
の
変
革
』プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」（
以
下
、
変
革
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
）
を
設
置
。
社
会
で
求
め
ら
れ
る
コ

ン
ピ
テ
ン
シ
ー
を
独
自
に
定
義
し
、
そ
れ

ら
の
育
成
に
向
け
て
、
各
教
科
の
授
業
や

「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」（
以
下
、
総
合

学
習
）
で
課
題
発
見
・
解
決
学
習
を
実
践

し
て
き
た
。
今
回
は
、
そ
の
中
で
も
各
教

科
の
授
業
づ
く
り
に
着
目
し
て
見
て
い
く
。

　
同
校
が
育
成
を
目
指
す
コ
ン
ピ
テ
ン

シ
ー
は
、
知
識
（
Ｃ
Ｋ
）、
技
能
（
Ｃ

Ｓ
）、
態
度
（
Ｃ
Ａ
）
を
核
と
な
る
要
素

と
し
、
Ｃ
Ｓ
と
Ｃ
Ａ
は
各
８
項
目
（
計
16

項
目
）
か
ら
な
る
（
図
１
）。
以
前
Ｏ
Ｅ

Ｃ
Ｄ
が
実
施
す
る
テ
ス
ト
に
参
加
し
た
経

験
か
ら
、
そ
の
キ
ー
・
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー

を
参
考
に
、
変
革
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
定
義

し
た
。
上
川
先
生
は
、
定
義
さ
れ
た
コ
ン

ピ
テ
ン
シ
ー
を
初
め
て
見
た
時
を
こ
う
振

り
返
る
。

　「
担
当
科
目
の
化
学
の
授
業
を
考
え
た

時
に
、
活
用
の
場
面
が
浮
か
ば
な
か
っ
た

の
が
『
②
セ
ッ
シ
ョ
ン
』
で
す
。
そ
れ
は

結
論
を
求
め
な
い
議
論
と
い
う
こ
と
で
し

た
が
、
化
学
に
お
い
て
は
ど
の
よ
う
な
議

論
に
な
る
こ
と
な
の
か
想
像
が
つ
き
ま
せ

ん
で
し
た
。
た
だ
、１
年
間
の
ど
こ
か
で
、

ど
の
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
も
使
う
場
面
を
設

定
し
た
い
と
考
え
ま
し
た
」

　
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
の
育
成
場
面
に
つ
い

て
、大
本
先
生
は
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

　「
教
科
の
特
性
に
応
じ
て
、
授
業
の
進

め
方
や
生
徒
の
学
び
方
に
は
違
い
が
あ
り

ま
す
。
そ
こ
で
、
学
校
全
体
で
、
こ
の
16

の
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
を
育
ん
で
い
け
ば
よ

い
と
捉
え
て
い
ま
す
」

広
島
県
立
広
高
校

◎
校
訓
は
「
敬
虔
　
自
律
　
友
愛
」。
文
武
両
道
を

校
是
と
し
、
学
習
と
部
活
動
の
高
い
水
準
で
の
両

立
を
目
指
し
て
い
る
。
剣
道
部
や
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル

部
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
、
放
送
班
な
ど
が
全

国
大
会
に
出
場
。
２
０
１
５
年
度
か
ら
３
年
間
、

広
島
県
「
高
等
学
校
課
題
発
見
・
解
決
学
習
推
進

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
用
コ
ア
ス
ク
ー
ル
」
指
定
校
。

18
年
度
、
広
島
県
「
高
等
学
校
課
題
発
見
・
解
決

学
習
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
係
る
研
究
開
発
校
。

◎
設
立
　
１
９
４
２
（
昭
和
17
）
年

◎
形
態
　
全
日
制
・
定
時
制
／
普
通
科
／
共
学

◎
生
徒
数
　
１
学
年
約
２
０
０
人
（
全
日
制
）

◎
２
０
１
８
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
浪
計
）
国

公
立
大
は
、
千
葉
大
、
大
阪
大
、
広
島
大
、
九
州

大
、
県
立
広
島
大
、
広
島
市
立
大
な
ど
に
１
０
２

人
が
合
格
。
私
立
大
は
、
早
稲
田
大
、
同
志
社
大
、

立
命
館
大
、
関
西
大
、
関
西
学
院
大
な
ど
に
延
べ

４
０
０
人
が
合
格
。
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広
島
県
立
広
高
校

大
本
順
一
お
お
も
と
・
じ
ゅ
ん
い
ち

教
職
歴
36
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

５
年
目
。
教
務
部
。

広
島
県
立
広
高
校

森
光
智
洋
も
り
み
つ
・
と
も
ひ
ろ

教
職
歴
６
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

２
年
目
。
教
務
部
。
課
題
発
見
・

解
決
学
習
推
進
リ
ー
ダ
ー
。

広
島
県
立
広
高
校

上
川
康
介
　か
み
か
わ
・
こ
う
す
け

教
職
歴
34
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

８
年
目
。
教
務
主
任
。

広
島
県
立
広
高
校
教
頭

川
中
延
晃
　か
わ
な
か
・
の
ぶ
あ
き

教
職
歴
32
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

１
年
目
。

広高校が定義したコンピテンシー図 1

核となる「知識」Core Knowledge［CK］
思考の基礎となる各教科の「知識」

核となる「技能」
Core Skill 
［CS］
情報の獲得や他者と
の意見交換に係る
「技能」

合意形成系統
（ほかの人と話し合い、
意見を交わすこと）

①ディスカッション

②セッション

③ペアワーク

調査検証系統
（課題について調べ、
結論を導き出すこと）

④スタディースキル

⑤リサーチスキル

思考表現系統
（論の正しさを考え、
自ら正しく表現するこ
と）

⑥スピーチスキル

⑦ロジカルシンキング

⑧ライティング

核となる「態度」
Core Attitude
［CA］
他者との意見交換に
係る「態度」

協働系統
（ほかの人とともに
活動する場合に
必要なこと）

⑨協調性

⑩柔軟性

⑪適応力

⑫忍耐力

⑬回復力

統率系統
（ほかの人を率いて
課題を解決する場合
に必要なこと）

⑭リーダーシップ

⑮積極性

⑯責任感

＊学校資料を基に編集部で作成

コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
の
16
項
目
を

教
育
活
動
全
体
で
育
む

育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
の
定
義
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コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
育
成
に
向
け
た
授
業

構
想
は
次
の
通
り
だ
。

　
各
教
科
で
は
、
活
用
す
べ
き
Ｃ
Ｋ
・
Ｃ

Ｓ
・
Ｃ
Ａ
を
示
し
た
上
で
授
業
を
進
め
、

単
元
や
題
材
の
ま
と
ま
り
で
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
課
題
に
取
り
組
ま
せ
る
。
そ
し
て
、

総
合
学
習
で
は
、各
教
科
の
授
業
で
獲
得

し
た
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
を
活
用
し
な
が

ら
問
題
解
決
学
習
に
取
り
組
む（
図
２
）。

課
題
発
見
・
解
決
学
習
推
進
リ
ー
ダ
ー
の

森
光
智
洋
先
生
は
、
次
の
よ
う
に
語
る
。

　
「
各
教
科
の
授
業
と
総
合
学
習
の
両
輪

を
、
第
１
学
年
か
ら
ら
せ
ん
的
に
広
げ
て

い
く
こ
と
で
、
徐
々
に
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー

が
高
ま
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
各

教
科
の
授
業
や
総
合
学
習
の
進
め
方
は
、

基
本
的
に
３
年
間
同
じ
で
す
が
、
コ
ン
ピ

テ
ン
シ
ー
の
高
ま
り
に
応
じ
て
、
課
題
の

内
容
や
問
題
解
決
の
手
法
を
レ
ベ
ル
ア
ッ

プ
さ
せ
て
い
き
ま
す
」

　
Ｃ
Ｓ
・
Ｃ
Ａ
に
つ
い
て
は
、
生
徒
に
そ

れ
ぞ
れ
の
趣
旨
を
理
解

さ
せ
る
た
め
、
第
１
学

年
１
学
期
の
総
合
学
習

で
、各
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー

の
活
用
を
一
通
り
体
験

さ
せ
る
。
例
え
ば
、「
②

セ
ッ
シ
ョ
ン
」
は
、
結

論
を
求
め
る
も
の
で
は

な
く
、
グ
ル
ー
プ
内
で

意
見
を
し
っ
か
り
出
し

合
う
こ
と
だ
と
ル
ー
ル

を
説
明
し
た
上
で
、
実

際
に
テ
ー
マ
を
出
し
て

グ
ル
ー
プ
で
セ
ッ
シ
ョ

ン
を
さ
せ
る
。

　「
第
１
学
年
の
１
学
期

か
ら
授
業
で
Ｃ
Ｓ
や
Ｃ

Ａ
を
活
用
し
つ
つ
、
総

合
学
習
で
し
っ
か
り
各

コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
を
理
解
さ
せ
る
機
会
を

設
け
て
い
ま
す
。
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
の
趣

旨
が
十
分
理
解
で
き
れ
ば
、
授
業
で
も
目

的
意
識
を
持
っ
て
活
用
で
き
る
よ
う
に
な

る
か
ら
で
す
」（
森
光
先
生
）　

　
Ｃ
Ａ
に
つ
い
て
は
、
外
部
団
体
に
よ
る

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
う
。
ペ
ア
で
褒
め

合
う
、
話
が
途
切
れ
な
い
よ
う
に
接
続
詞

を
使
い
な
が
ら
会
話
を
す
る
と
い
っ
た
活

動
を
通
し
て
、
協
調
性
や
積
極
性
な
ど
を

体
得
し
て
い
く
。

　「
普
段
は
お
と
な
し
い
生
徒
が
、
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
の
最
後
に
講
師
か
ら
マ
イ
ク

を
向
け
ら
れ
て
す
ぐ
に
活
動
の
感
想
を
答

え
た
姿
に
、
こ
ん
な
に
も
変
わ
る
も
の
か

と
驚
き
ま
し
た
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
後
の

授
業
で
は
、グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
行
う
際
、

す
ぐ
に
役
割
分
担
が
決
ま
り
、
ス
ム
ー
ズ

に
活
動
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」（
上

川
先
生
）

　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
後
の
生
徒
へ
の
ア
ン

ケ
ー
ト
で
は
、
Ｃ
Ａ
の
「
積
極
性
」「
適

応
力
」「
柔
軟
性
」「
協
調
性
」
を
学
べ
た

と
答
え
た
生
徒
が
そ
れ
ぞ
れ
６
〜
８
割
い

た
。「
自
分
の
殻
を
破
っ
て
楽
し
む
こ
と

が
と
て
も
楽
し
く
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
方
法
も
分
か
っ
た
」
と
い
っ
た
声
も

あ
り
、
自
分
の
感
覚
や
感
情
の
み
を
考
え

る
「
殻
」
を
破
り
、他
者
と
「
つ
な
が
る
」

必
要
性
を
理
解
で
き
た
こ
と
が
う
か
が
え

た
。

　　
各
教
科
の
授
業
で
は
、
課
題
発
見
・
解

決
学
習
と
し
て
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
課
題
を

出
し
、
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
を
活
用
し
て
行

う
協
働
的
学
習
を
取
り
入
れ
て
い
る
。

◎
授
業
シ
ラ
バ
ス
の
作
成

　
教
科
の
ど
の
単
元
・
題
材
で
、
ど
の
コ

ン
ピ
テ
ン
シ
ー
を
活
用
・
育
成
す
る
の
か
、

教
師
間
で
足
並
み
を
そ
ろ
え
る
た
め
、
各

学
年
で
授
業
・
教
科
ご
と
に
作
成
す
る「
授

業
シ
ラ
バ
ス
」
の
「
授
業
計
画
」
の
中
で
、

授
業
の
年
間
計
画
と
各
単
元
に
お
け
る
主

な
到
達
目
標
（
Ｃ
Ｋ
）、
そ
の
単
元
で
伸

ば
す
Ｃ
Ｓ
・
Ｃ
Ａ
を
明
示
し
た
（
図
３
）。

学年 第１学年 第2学年 第 3学年

課題 解決課題「地域」 解決課題「日本」 解決課題「世界」

場 授業 総合的な
学習の時間 授業 総合的な

学習の時間 授業 総合的な
学習の時間

4月
CS・CA の
習得

CKを基に、
CS・CA を
活用した問
題解決学習

コンピテン
シーを活用
し、「日本」
をテーマに
したグルー
プによる課
題解決学習

CKを基に、
CS・CA を
活用した問
題解決学習

コンピテン
シーを活用
し、「世界」
をテーマに
したグルー
プによる課
題解決学習

5月
6月
7月

CKを基に、
CS・CA を
活用した問
題解決学習

コンピテン
シーを活用
し、「地域」
をテーマに
したグルー
プによる課
題解決学習

8月
9月
10月
11月
12 月
1月
2月
3月

＊学校資料を基に編集部で作成

コンピテンシー育成を図るための授業構想図２

な
ぜ
そ
の
力
が
必
要
な
の
か

体
験
に
よ
っ
て
理
解
を
深
め
る

何
を
ど
の
よ
う
に
学
ぶ
の
か

生
徒
に
明
確
に
意
識
さ
せ
る

各
教
科
の
授
業
づ
く
り

教
科
と「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」

の
両
輪
で
徐
々
に
高
め
る

コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
育
成
の
授
業
構
想

12 June 2018
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授
業
シ
ラ
バ
ス
は
、
生
徒
に
も
配
布
。
生

徒
自
身
に
も
「
Ｃ
Ｋ
を
獲
得
・
活
用
す
る

た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
Ｃ
Ｓ
・
Ｃ
Ａ
を
用

い
る
の
か
」
を
意
識
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
目
的
を
持
っ
て
授
業
に
臨
め
る
よ
う

に
し
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
毎
回
の
授
業
で
は
、
そ
の
授

業
で
の
到
達
目
標
の
Ｃ
Ｋ
と
、
活
用
す
る

Ｃ
Ｓ
・
Ｃ
Ａ
を
、
黒
板
の
左
上
に
提
示
す

る
（
図
４
）。
こ
こ
で
も
、
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
デ
ザ
イ
ン
の
考
え
に
基
づ
き
、
授
業
内

で
学
習
内
容
と
習
得
の
方
法
を
教
師
と
生

徒
が
共
有
し
、
学
習
を
進
め
や
す
く
し
て

い
る
。

◎
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
課
題
の
内
容

　
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
課
題
は
、
社
会
と
の

つ
な
が
り
を
意
識
し
た
「
実
の
場
」
を
設

定
し
た
り
、
思
考
を
深
め
る
問
い
を
出
し

た
り
し
て
、
単
な
る
体
験
活
動
と
な
ら
な

い
よ
う
に
し
て
い
る
。

　「
そ
う
し
た
課
題
は
、
活
用
す
る
知
識

が
蓄
積
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
、思
考
が
深

ま
り
ま
せ
ん
。パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
課
題
は

毎
回
の
授
業
で
取
り
組
ま
せ
る
わ
け
で
は

な
く
、単
元
や
題
材
の
ま
と
ま
り
で
取
り

黒板の左上に、その授業
のCK（知識）、その獲得
に向けて活用するCS（技
能）、CA（態度）を提示し、
生徒が常に目標を意識で
きるようにする。写真の
授業は、中間考査に向け、
展開と因数分解の演習に
グループで取り組むとい

う内容であり、習得する知識として、展開・因数分解の方法、公式を
挙げ、また、活用するコンピテンシーには、ロジカルシンキングと協
調性が挙げられた。なお、ユニバーサルデザインの観点で学習環境を
整えているため、黒板の横や上には、掲示物が一切ない。ただ、３年
生の教室では掲示物が多いため、黒板の横にも貼ってもよいことにし、
授業中はスクリーンを下ろし、掲示物が見えないようにしている。

組
ま
せ
て
い
ま
す
」（
上
川
先
生
）

　
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
課
題
の
具
体
例
を
紹

介
す
る
。
上
川
先
生
は
「
化
学
」
の
授
業

で
、「
無
色
透
明
の
４
種
類
の
水
溶
液
を

識
別
す
る
」と
い
う
課
題
を
出
し
、グ
ル
ー

プ
で
取
り
組
ま
せ
た
。
生
徒
に
は
や
り
方

を
一
切
示
さ
ず
、
試
験
管
は
何
本
使
っ
て

も
よ
い
と
だ
け
伝
え
た
。

　「
生
徒
た
ち
は
、
樹
形
図
を
描
い
た
り
、

対
応
表
を
作
成
し
た
り
と
、
い
ろ
い
ろ
な

方
法
を
試
し
て
い
ま
し
た
。
途
中
で
、
私

が『
先
生
は
試
験
管
２
本
で
分
か
っ
た
よ
』

と
言
う
と
、
生
徒
は
驚
き
、
一
層
熱
心
に

考
え
、
話
し
合
っ
て
い
ま
し
た
」

　
ま
た
、
体
育
の
授
業
で
は
、「
マ
ッ
ト

運
動
を
全
員
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
」
と

い
う
課
題
を
出
し
た
。
自
分
た
ち
の
演
技

を
撮
影
し
、
う
ま
く
で
き
た
人
と
で
き
な

か
っ
た
人
と
の
演
技
を
見
比
べ
、
そ
の
違

い
を
見
い
だ
し
、
ど
う
す
れ
ば
全
員
が
で

き
る
よ
う
に
な
る
の
か
を
話
し
合
っ
て
い

た
と
言
う
。

　
ど
の
教
科
で
も
よ
く
見
ら
れ
る
の
が
、

「
他
者
に
説
明
す
る
」
と
い
う
設
定
だ
。

例
え
ば
、
国
語
で
は
、「
こ
ど
も
銀
行
券

で
買
い
物
を
し
よ
う
と
し
た
小
学
生
に
、

紙
幣
の
価
値
を
ど
の
よ
う
に
説
明
す
る

か
」
と
い
う
課
題
が
出
さ
れ
た
。
状
況
を

明
確
に
設
定
す
る
こ
と
で
、
生
徒
は
よ
り

リ
ア
ル
に
考
え
ら
れ
る
。

授業シラバス　第３学年「物理」の例図３

CK（知識）
CS（技能）
CA（態度）

CK・CS・CAの提示　第１学年「数学」の例図４

＊学校資料をそのまま掲載

社
会
と
つ
な
が
り
の
あ
る
課
題
や

思
考
を
深
め
る
課
題
を
出
す
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◎
評
価
方
法

　
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
課
題
の
評
価
は
、

ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
基
に
行
う
。
ル
ー
ブ

リ
ッ
ク
は
、
課
題
そ
の
も
の
で
は
な
く
、

活
用
す
る
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
が
本
時
の
課

題
に
取
り
組
む
中
で
ど
う
変
化
す
る
こ
と

を
ね
ら
う
の
か
を
５
段
階
で
示
す
よ
う
に

し
た
（
図
５
）。
到
達
目
標
は
「
５
」
だ
。

　
ま
た
、生
徒
に
よ
る
自
己
評
価
も
行
う
。

17
年
度
は
、
ノ
ー
ト
に
貼
っ
た
自
己
評
価

表
に
毎
時
間
チ
ェ
ッ
ク
さ
せ
、
６
月
と
12

月
に
は
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
の
活
用
度
の
ア

ン
ケ
ー
ト
を
行
い
、
総
括
的
に
振
り
返
り

を
さ
せ
た
。
18
年
度
は
改
め
て
自
己
評
価

の
方
法
を
見
直
す
こ
と
と
し
、
月
１
回
の

自
己
評
価
と
、
年
２
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
と

し
た
。

　「
日
々
の
記
録
は
つ
け
な
く
て
も
、
内

省
で
き
る
よ
う
、授
業
の
終
了
時
に
再
度
、

授
業
の
目
標
を
復
唱
し
、
そ
れ
を
活
用
で

き
た
の
か
を
振
り
返
る
よ
う
、
声
か
け
を

し
て
い
ま
す
」（
森
光
先
生
）

　
各
教
科
の
授
業
づ
く
り
で
大
き
な
課
題

と
な
っ
た
の
は
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
課

題
の
設
定
と
そ
れ
に
伴
う
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク

の
作
成
だ
っ
た
。
そ
こ
で
、
16
年
度
か
ら

は
研
究
授
業
の
方
法
を
改
め
、
異
な
る
教

科
の
教
師
４
〜
５
人
で
１
グ
ル
ー
プ
と
な

り
、
相
互
に
授
業
を
観
察
し
、
教
科
を
超

え
て
共
有
で
き
る
点
や
生
徒
の
状
況
か
ら

評
価
で
き
る
点
、
改
善
す
べ
き
点
を
議
論

す
る
よ
う
に
し
た
。

　
具
体
的
に
は
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
課
題

づ
く
り
に
必
要
な
基
礎
知
識
の
確
認
と
、

変
革
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
メ
ン
バ
ー
に
よ
る

模
範
授
業
で
全
体
像
を
つ
か
ん
で
か
ら
、

相
互
授
業
観
察
を
実
施
。
授
業
担
当
者
の

負
担
軽
減
も
考
慮
し
た
簡
易
指
導
案
「
Ｓ

Ｔ
Ｐ
」（
図
５
）
を
用
い
て
授
業
を
見
る

視
点
を
明
確
化
し
、
異
教
科
間
で
も
議
論

が
活
性
化
す
る
よ
う
に
し
た
。
そ
の
授
業

観
察
を
各
教
科
内
で
も
行
い
、
全
教
科
各

１
人
が
公
開
研
究
授
業
を
実
施
し
た
。

　「
異
な
る
教
科
と
い
う
多
様
な
視
点
で

議
論
す
る
こ
と
で
、
課
題
設
定
の
ポ
イ
ン

ト
を
つ
か
め
ま
し
た
。
ま
た
、
以
前
か
ら

の
授
業
観
察
を
通
し
て
前
向
き
に
議
論
を

行
う
意
識
が
教
師
間
に
定
着
し
て
い
た
の

で
、
発
展
的
な
意
見
が
数
多
く
出
さ
れ
た

の
も
有
意
義
で
し
た
」（
大
本
先
生
）

　
16
年
度
は
「
実
の
場
」
の
設
定
と
ル
ー

ブ
リ
ッ
ク
づ
く
り
を
、17
年
度
は
「
思
考
」

の
深
ま
り
を
問
う
課
題
の
設
定
と
ル
ー
ブ

リ
ッ
ク
の
統
一
を
テ
ー
マ
に
し
、
課
題
設

定
の
イ
メ
ー
ジ
と
評
価
方
法
の
統
一
が
図

ら
れ
た
。

　
　

　
総
合
学
習
で
行
う
課
題
解
決
学
習
で

は
、
第
１
学
年
は
「
地
域
（
広
地
区
・
呉

市
・
広
島
県
）」、
第
２
学
年
は
「
日
本
」、

第
３
学
年
は
「
世
界
」
の
課
題
を
発
見
し
、

調
査
・
研
究
を
し
て
具
体
的
な
方
策
を
提

案
す
る
。
基
本
的
な
流
れ
は
次
の
通
り
。

　
ま
ず
、
生
徒
個
々
に
テ
ー
マ
に
関
す
る

疑
問
を
挙
げ
、
似
た
疑
問
を
持
つ
生
徒
４

〜
５
人
で
グ
ル
ー
プ
を
組
む
。
そ
し
て
、

グ
ル
ー
プ
で
課
題
を
１
つ
設
定
し
、
調
査

や
分
析
を
通
し
て
方
策
を
考
え
、
最
終
的

に
は
ポ
ス
タ
ー
に
ま
と
め
て
、
ク
ラ
ス
内

で
発
表
す
る
。

　
課
題
設
定
は
生
徒
に
委
ね
ら
れ
て
お

り
、
担
任
は
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
程
度
だ
。

こ
れ
ま
で
、
急
増
し
て
い
る
外
国
人
観
光

客
に
対
応
す
る
た
め
の
英
語
の
観
光
案
内

冊
子
を
作
成
し
た
グ
ル
ー
プ
や
、
子
ど
も

の
安
全
を
守
る
た
め
に
地
域
の
危
険
マ
ッ

プ
を
作
っ
た
グ
ル
ー
プ
な
ど
、
自
分
た
ち

の
身
の
回
り
に
引
き
寄
せ
た
課
題
が
多

か
っ
た
と
言
う
。

STP （Simple Teaching Plan）の例図５

授業案を簡易な形式にし、教師の負担を軽減。特に見てほしい場面
には、「★」をつけた。＊学校資料をそのまま掲載

簡
易
授
業
案
で
負
担
を
軽
く
し
つ
つ
、

中
身
の
濃
い
互
見
授
業
に

授
業
研
究
の
工
夫

生
徒
が
自
ら
課
題
を
設
定
し
、

調
べ
、分
析
し
、方
策
を
考
え
る

「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
の
内
容
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　「
市
内
に
シ
ャ
ッ
タ
ー
街
が
多
い
理
由

に
つ
い
て
、自
分
た
ち
で
ア
ポ
イ
ン
ト
メ

ン
ト
を
取
っ
て
商
店
街
の
会
長
に
取
材
に

行
っ
た
り
、解
決
策
の
裏
づ
け
と
な
る
デ
ー

タ
を
取
ろ
う
と
他
ク
ラ
ス
に
調
査
を
行
っ

た
り
と
、生
徒
た
ち
は
想
像
以
上
に
Ｃ
Ｓ
や

Ｃ
Ａ
を
発
揮
し
て
い
ま
す
」（
上
川
先
生
）

　
こ
れ
ま
で
学
級
単
位
で
の
グ
ル
ー
プ
編

成
だ
っ
た
が
、さ
ら
に
多
様
な
他
者
と
協
働

で
き
る
よ
う
、18
年
度
第
１
学
年
で
は
学

級
混
合
の
グ
ル
ー
プ
編
成
を
検
討
中
だ
。

　
以
上
の
よ
う
な
取
り
組
み
の
結
果
、
教

科
の
授
業
に
お
い
て
も
、
探
究
心
を
持
っ

て
主
体
的
に
学
び
に
向
か
う
生
徒
の
姿
が

見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
、
上
川
先
生

は
手
応
え
を
語
る
。

　「
化
学
反
応
の
解
説
で
、
以
前
は
生
徒

か
ら
質
問
も
出
ず
、
す
ー
っ
と
進
ん
で
い

た
の
が
、
今
で
は
『
な
ぜ
こ
の
場
合
は
酸

性
な
の
で
す
か
』『
こ
の
結
合
の
こ
こ
は

な
ぜ
違
う
の
で
す
か
』な
ど
、立
ち
止
ま
っ

て
考
え
る
生
徒
が
出
て
き
ま
し
た
」

　
大
本
先
生
も
、
生
徒
の
変
化
を
実
感
し

て
い
る
。

　「
大
学
入
試
の
出
題
頻
度
が
そ
れ
ほ
ど

高
く
な
い
分
野
は
、
以
前
の
生
徒
は
関
心

が
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
と
こ
ろ

が
、
原
子
力
発
電
に
つ
い
て
の
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
課
題
を
行
っ
た
時
、生
徒
か
ら『
原

子
力
発
電
の
問
題
に
つ
い
て
、
先
生
は

ど
う
考
え
ま
す
か
』
と
質
問
さ
れ
、
大
い

に
議
論
が
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
入
試
の

出
題
頻
度
に
関
係
な
く
、
自
分
が
関
心
を

持
っ
た
こ
と
を
追
究
す
る
姿
勢
が
育
っ
て

き
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
」

　
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
の
高
ま
り
は
数
値
に

も
表
れ
て
い
る
。
年
２
回
行
わ
れ
る
、
生

徒
が
行
う
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
活
用
の
自
己

評
価
で
は
、Ｃ
Ｓ
・
Ｃ
Ａ
と
も
、前
期
よ
り

後
期
、
第
１
学
年
よ
り
第
３
学
年
の
方
が

平
均
値
が
高
く
、コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
が
着

実
に
育
ま
れ
て
い
る
と
言
え
る（
図
６
）。

　
今
後
の
課
題
の
１
つ
は
Ｃ
Ｓ
・
Ｃ
Ａ
の

見
直
し
だ
と
、
森
光
先
生
は
語
る
。

　「
３
年
間
の
運
用
を
経
て
、数
が
多
い
、

ほ
か
の
項
目
を
入
れ
た
い
と
い
っ
た
意
見

も
出
て
き
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
い
ま
一
度

見
直
し
、
生
徒
・
教
師
と
も
に
分
か
り
や

す
い
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
に
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
」

　
評
価
方
法
の
改
善
も
課
題
の

１
つ
だ
。
生
徒
は
力
が
つ
い
て

い
れ
ば
そ
れ
で
よ
い
と
捉
え
る

傾
向
が
あ
り
、
で
き
た
こ
と
・

で
き
な
か
っ
た
こ
と
の
双
方
を

捉
え
、
次
に
す
べ
き
こ
と
を
自

分
で
考
え
ら
れ
る
振
り
返
り
に

ま
で
は
至
っ
て
い
な
い
。

　「
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
の
す
べ

て
を
、
高
校
時
代
に
身
に
つ
け

な
く
て
も
よ
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
目
指
す
の
は
、
主
体
的
に

疑
問
を
解
決
す
る
力
で
す
。
そ

の
た
め
に
は
、
自
己
評
価
の
精

度
を
上
げ
る
指
導
を
考
え
る
必

要
が
あ
り
ま
す
し
、
授
業
に
一

層
深
み
を
出
す
た
め
に
、
私
た

ち
教
師
の
ス
キ
ル
を
さ
ら
に
向

上
さ
せ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
」（
上
川
先
生
）

　
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
、
川

中
延の

ぶ
あ
き晃
教
頭
は
こ
う
語
る
。

　「
中
核
教
員
を
中
心
に
、
３

年
間
、
組
織
的
に
研
究
に
取
り
組
ん
で
き

た
成
果
が
、生
徒
の
姿
に
表
れ
て
い
ま
す
。

相
互
授
業
観
察
を
通
し
て
学
校
全
体
で
学

び
合
う
と
と
も
に
、
外
部
の
力
を
借
り
な

が
ら
進
め
て
き
た
こ
と
も
、
成
功
の
要
因

で
し
ょ
う
。
教
師
の
入
れ
替
わ
り
が
あ
る

中
、
同
じ
成
果
を
出
す
の
は
容
易
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
継
承
す
る
も
の
と
見
直
す

も
の
を
見
極
め
、
取
り
組
み
を
さ
ら
に
進

化
さ
せ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」　

コンピテンシー活用の自己評価（2017年度前期・後期）図６

＊数値は前期／後期

核となる技能　CS 核となる態度　CA
合意形成系統

（ ① デ ィ ス カ ッ
ション、②セッショ
ン、③ペアワーク）

調査検証系統
（④スタディースキ
ル、⑤リサーチス
キル

思考表現系統
（⑥スピーチスキ
ル、⑦ロジカルシ
ンキング、⑧ライ
ティング）

協働系統
（⑨協調性、⑩柔
軟 性、⑪ 適 応力、
⑫忍耐力、⑬回復
力）

統率系統
（⑭リーダーシッ
プ、 ⑮ 積 極 性、
⑯責任感）

全学年平均値 4.36 / 4.50 4.05 / 4.28 4.03 / 4.25 4.32 / 4.43 4.04 / 4.17

第３学年平均値 4.55 / 4.73 4.25 / 4.47 4.28 / 4.45 4.51 / 4.69 4.21 / 4.42

第２学年平均値 4.31 / 4.53 3.90 / 4.28 3.86 / 4.28 4.26 / 4.38 3.95 / 4.19

第１学年平均値 4.21 / 4.25 3.99 / 4.09 3.94 / 4.00 4.20 / 4.22 3.95 / 3.90

全学年・全系統平均値 4.16 / 4.33

第３学年・全系統平均値 4.36 / 4.55

第２学年・全系統平均値 4.06 / 4.33

第１学年・全系統平均値 4.06 / 4.09
各コンピテンシーについて、５件法のルーブリックを設定。選んだ数値の平均値を算出。　＊学校資料を基に編集部で作成

疑
問
に
思
う
こ
と
を
主
体
的
に

探
究
し
よ
う
と
す
る
生
徒
た
ち

成
果
・
展
望

コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
の
見
直
し
と

自
己
評
価
の
精
度
向
上
が
課
題

 June 201815

特集 4つの視点で読み解く次期学習指導要領
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